
令
和
五
年
三
月
六
日
再
校



令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
０
校

の
実
現
に
向
け
て
は
、
妊
婦
健
康
診
査

費
用
へ
の
助
成
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
不

妊
に
関
す
る
検
査
と
先
進
医
療
治
療
費

用
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

男
性
の
育
児
休
業
取
得
促
進
に
向
け
た

中
小
企
業
向
け
奨
励
金
制
度
創
設
を
は

じ
め
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
・
子
育
て

を
支
え
る
体
制
の
確
立
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
脱
炭
素
先
行
地
域
に
お
け
る

取
り
組
み
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
企

業
の
脱
炭
素
経
営
を
後
押
し
す
る
な
ど
、

ま
ち
の
脱
炭
素
化
を
強
力
に
進
め
ま
す
。

　
選
ば
れ
る
観
光
都
市
を
目
指
し
、
国

内
外
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
国
際
会

議
の
誘
致
を
行
う
ほ
か
、
安
定
的
な
財

源
を
確
保
す
る
た
め
宿
泊
税
導
入
に
向

け
た
調
整
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
東

北
絆
ま
つ
り
の
開
催
等
を
通
じ
て
、
東

北
の
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
都
市
活
力
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、「
ひ
と
中
心
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
世
界
に
通
用
す
る
ス
テ
ー

ジ
へ
と
押
し
上
げ
、
人
や
投
資
を
呼
び

込
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
持
続
可
能
で

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
「
社
会
の
包
摂

的
成
長
」
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

未
来
の
担
い
手
を
育
み
、
生
き
生

き
と
学
べ
る
環
境
の
充
実

　　
特
別
支
援
保
育
の
対
象
を
重
度
障
害

児
等
に
拡
充
す
る
ほ
か
、「（
仮
称
）
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の
導
入
に
向

け
た
試
行
事
業
を
行
い
ま
す
。
公
立
保

　
初
め
に
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
対
し
、

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の

選
定
な
ど
、
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

動
き
出
し
た
ほ
か
、
防
災
環
境
都
市
づ

く
り
が
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
た

年
で
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
を
確
か
な

も
の
と
し
、
都
市
機
能
を
高
め
る
た
め

に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性

化
と
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
重
要
で
す
。

　
新
年
度
は
、
国
内
外
に
仙
台
を
打
ち

出
す
絶
好
の
機
会
で
す
。
国
内
外
か
ら

選
ば
れ
る
都
市
を
目
指
し
、
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
の
視
点
か
ら
こ
の
ま
ち
の
あ
り

様
を
見
つ
め
直
す
た
め「（
仮
称
）ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、

誰
も
が
自
分
ら
し
く
輝
け
る
環
境
を
確

立
す
る
と
と
も
に
、
最
先
端
の
リ
サ
ー

チ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
形
成
に
向
け
企
業

誘
致
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
大
学
発
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど
、
若
者
の
世
界
に

向
け
た
挑
戦
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
子
育
て
が
楽
し
い
ま
ち
・
仙
台
」 郡　和子

仙台市長

育
所
と
小
・
中
学
校
の
給
食
に
つ
い
て

は
、
物
価
高
騰
に
よ
る
食
材
料
費
の
増

加
分
を
負
担
し
ま
す
。
併
せ
て
、
仙
台

こ
ど
も
財
団
の
事
業
を
通
じ
て
、
多
様

な
主
体
と
の
連
携
を
深
め
、
仙
台
で
の

子
育
て
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
遊
び
の
環
境
充
実
に
向
け
、

既
存
資
源
の
活
用
や
に
ぎ
わ
い
創
出
に

つ
な
が
る
遊
び
場
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
や
保
育
所
等
に
芸
術
家
を

派
遣
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。　

　
不
登
校
支
援
で
は
、
在
籍
学
級
外
教

室「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
小
学
校
へ
拡
大

す
る
ほ
か
、
学
び
の
多
様
化
学
校
へ
の

通
学
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
へ
の
通
所

支
援
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
居
場
所
や
学
び

の
場
の
確
保
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
い

じ
め
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
・
早
期

対
応
に
係
る
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
学
生
の
移
動
支
援
と
公

共
交
通
の
利
用
促
進
に
向
け
、
新
た
な

学
生
フ
リ
ー
パ
ス
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

都
市
個
性
を
生
か
し
た
賑に
ぎ
わ
い
・
活
力

の
創
出
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
魅
力
の
発
信

　
成
長
意
欲
の
高
い
中
小
企
業
を
継
続

的
・
集
中
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
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ひと中心のまちづくりをひと中心のまちづくりを
　　世界に通用するステージへ　　世界に通用するステージへ

─令和６年度施政方針から─令和６年度施政方針から

障害のある方が講師となり、
企業等に行う「障害理解サポ
ーター養成研修」などを通し
て、障害理解を促進します

子どもが自発的に自由な遊
びを実現できる場の普及に
取り組んでいます

令和５年度に実施した沿岸
部のループバス実証運行に
ついて、期間やエリアを拡
大して継続します

多
様
な
人
材
活
躍
に
向
け
た
後
押
し
や

中
心
部
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。
産
学
官
連
携
に
よ
り
、

回
遊
性
向
上
の
た
め
の
自
動
運
転
の
実

証
な
ど
を
実
施
す
る
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト

農
業
を
は
じ
め
と
す
る
新
技
術
を
使
っ

た
モ
デ
ル
実
証
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
交
流
人
口
拡
大
に
向
け
て
は
、
新
た

な
観
光
戦
略
を
策
定
す
る
ほ
か
、
宿
泊

事
業
者
の
人
材
確
保
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
全
国
・
国
際
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
誘
致
を
進
め
る
ほ
か
、
文
化
芸
術

活
動
へ
の
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
多

様
な
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
か
し
、
ま

ち
の
活
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
青
葉
山
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
音
楽
ホ

ー
ル
・
中
心
部
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点

複
合
施
設
の
基
本
設
計
に
着
手
す
る
ほ

か
、
勾
当
台
・
定
禅
寺
通
エ
リ
ア
で
は
、

本
庁
舎
等
の
再
整
備
を
着
実
に
進
め
る

と
と
も
に
、
一
番
町
四
丁
目
商
店
街
の

回
遊
性
向
上
を
図
る
取
り
組
み
な
ど
を

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
東
部
沿
岸
地
域

に
お
け
る
ル
ー
プ
バ
ス
の
実
証
運
行
や

貞
山
運
河
の
利
活
用
推
進
、
せ
ん
だ
い

農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー
へ
の
簡
易
宿
泊
施

設
の
試
行
設
置
を
行
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
宮
城
総
合
支
所
庁
舎
建
て
替
え
に

向
け
て
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

世
界
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
画
等

を
通
し
て
、
防
災
・
減
災
や
復
興
の
取

り
組
み
を
継
続
的
に
国
内
外
に
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

　
資
源
循
環
の
推
進
に
お
い
て
は
、
食

品
廃
棄
物
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
モ
デ
ル

事
業
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ

た
ご
み
収
集
の
最
適
化
を
図
る
実
証
実

験
に
取
り
組
み
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
、

自
分
ら
し
く
輝
け
る
活
躍
の
応
援

　　
女
性
登
用
に
向
け
た
啓
発
や
人
材
育

成
支
援
に
よ
り
女
性
の
活
躍
を
一
層
後

押
し
す
る
と
と
も
に
、
性
の
多
様
性
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

理
解
促
進
の
た
め
の
取
り
組
み
や
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
年
度
内
導

入
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

映
像
通
訳
に
よ
る
多
言
語
サ
ー
ビ
ス
を

拡
充
す
る
ほ
か
、
障
害
の
あ
る
方
へ
の

差
別
解
消
・
理
解
促
進
を
図
る
た
め
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築
や
当
事
者
と

の
交
流
促
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
若
い
世
代
の
定
着
に
向
け
て
は
、
結

婚
に
よ
り
新
生
活
を
始
め
る
若
年
世
代

へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
子
ど
も
食
堂
の
運
営
団
体
へ
の
助
成

継
続
に
加
え
、
課
題
を
抱
え
る
家
庭
の

小
学
生
に
対
し
、
基
本
的
な
生
活
習
慣

の
習
得
等
を
支
援
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

昨
年
度
実
施
し
た
ひ
き
こ
も
り
ニ
ー
ズ

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
や
情
報
発
信
、
居
場
所
支
援
な
ど

を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ヘ
ル
ス
レ
コ
ー

ド
の
利
活
用
等
に
よ
る
健
康
寿
命
延
伸
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
を
活
用
し
た
フ
レ
イ
ル

予
防
な
ど
を
展
開
す
る
ほ
か
、
敬
老
乗

車
証
制
度
に
つ
い
て
は
、
丁
寧
な
説
明

に
努
め
な
が
ら
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
救
急
隊
の
増
隊
や
救
急
情
報
シ
ス
テ

ム
の
機
能
強
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

医
療
提
供
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
福
田
町
周
辺
等
に
お
い
て
、
田
ん
ぼ

ダ
ム
や
流
出
抑
制
の
実
践
・
実
証
等
に

よ
り
流
域
治
水
を
推
進
す
る
ほ
か
、
宮

城
県
に
よ
る
第
五
次
地
震
被
害
想
定
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
被
害
軽

減
に
向
け
た
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

◆

　
新
年
度
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
座
に

立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
画
期
と
な

る
１
年
で
す
。
笑
顔
と
活
力
あ
ふ
れ
る

「“
Ｔ
ｈ
ｅ　
Ｇグ

リ

ー

ネ

ス

ト

ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
ｔ　
Ｃシ

ｉテ

ィ

ー
ｔ
ｙ
”　
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
」
の
実
現

に
向
け
、
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。



市が取り組む重点分野と主要事業について紹介します

※
金
額
は
い
ず
れ
も
１
万
円
未
満
切
り
捨
て

※
４
～
９
ペ
ー
ジ
の
主
要
事
業
で
は
、
一
部

の
事
業
費
の
中
に
、
再
掲
分
が
含
ま
れ
ま
す
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未
来
の
担
い
手
を
育
み
、
生
き
生
き
と
学
べ
る
環
境
の
充
実

主要
事業

そ
の
他
の
主
要
事
業

●
確
か
な
学
力
育
成３

億
８
５
５
５
万
円

●
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
た
教
育
の

　
充
実　
　
　
　
　
　
２
２
１
８
万
円

●
仙
台
自
分
づ
く
り
教
育
推
進

７
３
６
４
万
円

●
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境

　
づ
く
り　
　
　
　
　
５
１
８
９
万
円

●
学
都
推
進

１
１
５
５
万
円

●
仙
台
市
図
書
館
振
興
計
画
推
進

９
８
１
万
円

「みんなで子育てフェスタ」では、親子
で一緒に楽しみながら子育てを学ぶこと
ができます

市内の中小企業数社を「男性育休取得チ
ャレンジ企業」に選定し、男性の育児休
業取得をサポートします

ICTを活用して、児童生徒が自ら問題を発見
し、解決を試みる「主体的な学び」につなげ
ます

す
こ
や
か
子
育
て
プ
ラ
ン
推
進　
　

　
　
　
　
　
８
６
７
億
６
８
４
４
万
円

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
児
童
館

遊
戯
室
へ
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、

活
動
の
場
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。
物
価
高
騰
に
よ
る
公
立

保
育
所
や
小
・
中
学
校
の
給
食
材
料
費

増
加
分
を
公
費
に
よ
り
負
担
す
る
な
ど
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
各
種
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

仙
台
こ
ど
も
財
団
運
営　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
３
７
４
万
円

　
子
ど
も
中
心
の
社
会
づ
く
り
を
目
的

に
設
立
し
た
「
仙
台
こ
ど
も
財
団
」
に

対
し
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

に
係
る
運
営
費
等
を
助
成
し
ま
す
。
仙

台
こ
ど
も
財
団
で
は
、
子
育
て
に
関
す

母
子
保
健
の
充
実　

　
　
　
　
　
　
　
13
億
２
０
４
７
万
円

　
妊
婦
健
康
診
査
費
用
へ
の
助
成
額
と

助
成
回
数
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
早

期
か
つ
適
切
な
不
妊
治
療
の
開
始
を
促

す
た
め
、
不
妊
検
査
お
よ
び
不
妊
治
療

に
係
る
先
進
医
療
に
要
す
る
経
費
へ
の

助
成
を
行
い
ま
す
。
産
後
ケ
ア
事
業
に

お
い
て
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の

自
己
負
担
額
を
無
料
化
す
る
な
ど
、
利

用
促
進
を
図
り
ま
す
。

妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
期
に
わ

た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実

７
６
８
億
９
６
０
８
万
円

　
就
労
要
件
を
問
わ
ず
、
時
間
単
位
で

柔
軟
に
保
育
施
設
等
を
利
用
で
き
る
新

た
な
保
育
給
付
の
創
設
を
見
据
え
、

「（
仮
称
）
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

を
試
行
的
に
実
施
し
、
多
様
な
保
育
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
特
別
支
援
保
育
の
対
象
に
重
度

の
障
害
の
あ
る
児
童
等
を
新
た
に
加
え
、

公
立
保
育
所
に
お
け
る
環
境
整
備
を
行

い
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
支
援
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
の
育
ち
と
子

育
て
を
応
援
し
て
い
く
環
境
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
４
億
９
９
６
５
万
円

　
男
性
の
育
児
休
業
取
得
を
促
進
す
る

た
め
、
男
性
従
業
員
が
一
定
期
間
以
上

学
校
教
育
施
設
整
備

２
１
８
億
１
５
９
３
万
円

　
老
朽
化
し
た
学
校
施
設
の
増
改
築
等

を
進
め
る
と
と
も
に
、
増
改
築
等
の
際

の
空
調
設
備
設
置
に
関
す
る
条
件
整
理

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
当
面
増
改
築
等

の
な
い
学
校
の
特
別
教
室
に
ル
ー
ム
エ

ア
コ
ン
を
整
備
す
る
ほ
か
、
体
育
館
へ

大
型
冷
風
機
を
整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
等
に
よ
り
、
良
好
な

学
校
教
育
環
境
の
確
保
に
つ
な
げ
ま
す
。

35
人
以
下
学
級
の
実
施

                     

６
億
４
０
８
９
万
円

　
35
人
以
下
学
級
編
制
を
、
小
学
６
年

生
ま
で
に
拡
充
し
、
小
・
中
学
校
全
学

年
に
適
用
す
る
こ
と
で
、
教
員
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
と

向
き
合
え
る
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

不
登
校
対
策
推
進　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
７
億
８
７
７
０
万
円

　
不
登
校
児
童
生
徒
等
の
学
校
内
の
居

場
所
と
な
る
在
籍
学
級
外
教
室
「
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
、
市
立
小
学
校

10
校
に
新
設
す
る
と
と
も
に
、
市
立
中

学
校
に
お
け
る
設
置
校
を
25
校
か
ら
35

校
に
拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉

上
の
諸
課
題
に
対
し
て
専
門
的
な
助
言

指
導
の
で
き
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
配
置
す
る
拠
点
校
を
20
校

か
ら
40
校
に
拡
充
し
、
一
人
一
人
の
状

況
に
寄
り
添
っ
た
環
境
づ
く
り
や
適
切

な
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

学
び
の
多
様
化
学
校
・
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
等
へ
通
う
児
童
生
徒
へ
の
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
５
６
万
円

　
学
び
の
多
様
化
学
校
（
い
わ
ゆ
る
不

登
校
特
例
校
）
に
通
う
児
童
へ
の
就
学

援
助
・
通
学
費
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
等
の
民
間
施
設
に
通
う
児
童
生
徒
へ

通
所
に
か
か
る
交
通
費
を
支
援
し
、

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
機
会
の

確
保
に
つ
な
げ
ま
す
。

い
じ
め
防
止
等
対
策
推
進　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
17
億
９
９
３
９
万
円

　
い
じ
め
の
未
然
防
止
と
早
期
発
見
・

早
期
対
応
に
つ
な
げ
る
た
め
、
指
導
の

中
核
を
担
う
教
諭
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

G
ギ

ガ

I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進

３
億
９
１
８
２
万
円

　
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
を
育
成

し
、
多
様
な
学
び
を
通
し
て
豊
か
な
創

造
性
を
育
む
た
め
、
I
C
T
を
活
用
し

新
た
な
学
生
フ
リ
ー
パ
ス
制
度

４
億
７
７
２
４
万
円

　
学
生
の
移
動
支
援
と
公
共
交
通
の
利

用
促
進
を
図
る
た
め
、
宮
城
交
通
と
交

通
局
の
路
線
バ
ス
が
乗
り
放
題
と
な
る

新
た
な
フ
リ
ー
パ
ス
を
導
入
し
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
推
進７

億
７
６
０
８
万
円

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
推
進
教
諭
（
専
任

の
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
）
を
５
つ
の
モ
デ
ル
校
に
配
置
す
る

な
ど
、
障
害
の
あ
る
幼
児
・
児
童
生
徒

一
人
一
人
を
大
切
に
し
た
教
育
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

科
学
館
・
天
文
台
魅
力
向
上

７
億
５
６
３
７
万
円

　
科
学
館
に
お
け
る
展
示
物
の
更
新
等

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進

26
億
４
３
１
８
万
円

　
学
校
に
お
け
る
人
員
体
制
の
拡
充
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
全
市
立
学
校
に
導

入
し
て
い
る
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
に
入

力
さ
れ
た
情
報
を
１
つ
の
画
面
に
集

約
・
可
視
化
で
き
る
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド

機
能
を
導
入
し
、
児
童
生
徒
の
状
況
の

迅
速
な
把
握
や
効
果
的
な
施
策
展
開
に

活
用
す
る
な
ど
、
一
人
一
人
に
し
っ
か

り
と
向
き
合
え
る
体
制
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

市内の公園や市民センター等で、移動天文車
「ベガ号」による天体観望会を開催しています

の
育
児
休
業
を
取
得
し
た
中
小
企
業
へ

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
公
園

等
に
お
け
る
自
由
な
遊
び
を
支
え
る
活

動
を
支
援
し
、
子
ど
も
の
遊
び
の
環
境

の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
幼
少
期
か
ら
文

化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
す
る
た

め
、
幼
稚
園
や
保
育
所
等
に
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
派
遣
す
る
事
業
を
実
施
す
る
な

ど
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
の
育
ち
を
応

援
す
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

セ
ラ
ー
等
を
配
置
し
ま
す
。「
い
じ
め

等
相
談
支
援
室　
Sエ
ス

―
Kケ
ッ
ト

E
T
」
な
ど

の
相
談
窓
口
を
運
営
し
、
い
じ
め
に
悩

む
児
童
生
徒
等
へ
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、

社
会
全
体
で
い
じ
め
を
防
止
す
る
た
め

の
広
報
啓
発
な
ど
、
い
じ
め
防
止
対
策

を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

を
通
し
て
、
理
科
教
育
お
よ
び
防
災
教

育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
よ
り

多
く
の
市
民
が
宇
宙
天
文
に
興
味
を
持

ち
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
学
べ
る
よ

う
、
移
動
天
文
車
「
ベ
ガ
号
」
の
車
台

の
更
新
等
を
行
い
ま
す
。

た
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
１
人
１
台
の

情
報
端
末
を
授
業
で
さ
ら
に
活
用
で
き

る
よ
う
、
教
育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全

体
の
強
化
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
体

力
・
運
動
能
力
調
査
結
果
の
効
果
的
な

活
用
や
、
家
庭
内
で
の
共
有
が
可
能
と

な
る
集
計
シ
ス
テ
ム
を
一
部
の
学
校
に

モ
デ
ル
的
に
導
入
し
、
望
ま
し
い
運
動

習
慣
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

る
参
加
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
子
ど

も
・
子
育
て
を
支
え
る
機
運
の
醸
成
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
専
門
家
等
に
よ
る

サ
ポ
ー
ト
を
通
し
て
、
働
く
男
性
が
育

児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
を
後
押
し
し
ま
す
。
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都
市
個
性
を
生
か
し
た
賑に

ぎ
わ
い
・
活
力
の
創
出
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
魅
力
の
発
信

主要
事業

そ
の
他
の
主
要
事
業

●
ス
ポ
ー
ツ
推
進　
　
　
　
　
　
　
　

10
億
２
１
７
０
万
円

●
文
化
財
史
跡
整
備
推
進　
　
　
　
　

　
　
　
１
億
６
０
６
１
万
円

●
地
域
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推

　
進　
　
　
　
　
２
億
１
４
６
２
万
円

●
地
域
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
サ
ポ
ー
ト

６
億
５
１
０
万
円

●
都
心
再
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

14
億
５
８
８
０
万
円

●
広
瀬
川
創
生
・
清
流
保
全　
　
　
　

　
　
　
１
８
７
６
万
円

●
ガ
ス
事
業
の
民
営
化　

２
３
７
６
万
円

●
八
木
山
動
物
公
園
整
備　
　
　
　
　

　
　
　
５
億
４
０
２
６
万
円

経
済
政
策
推
進

　
　
　
　
　
２
２
８
億
５
３
９
８
万
円

　
地
域
経
済
の
け
ん
引
役
と
な
る
「
地

域
中
核
企
業
」
の
輩
出
に
向
け
、
経
営

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
人
材
育
成
な
ど

の
重
層
的
な
支
援
を
行
う
ほ
か
、
仙

台
・
東
北
で
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
立

ち
上
げ
を
目
指
す
学
生
や
若
者
等
を
後

押
し
す
る
な
ど
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
一
番
町
四
丁
目

商
店
街
に
お
い
て
、
定
禅
寺
通
活
性
化

や
本
庁
舎
建
て
替
え
、
勾
当
台
公
園
再

整
備
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
動
を

図
り
な
が
ら
、
拠
点
性
の
向
上
や
さ
ら

な
る
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

リ
サ
ー
チ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
形
成
推

進　
　
　
　
　
　
　
10
億
６
８
２
２
万
円

　
次
世
代
放
射
光
施
設
「
ナ
ノ
テ
ラ

ス
」
を
中
核
と
し
た
、
最
先
端
研
究
開

発
拠
点
や
関
連
企
業
が
集
積
す
る
リ
サ

ー
チ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
形
成
を
進
め

ま
す
。
ナ
ノ
テ
ラ
ス
で
の
測
定
に
要
す

る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
ほ
か
、
測

定
事
例
の
創
出
や
専
門
家
へ
の
相
談
機

会
を
設
け
る
な
ど
、
ナ
ノ
テ
ラ
ス
の
利

活
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

農
林
業
振
興

18
億
６
５
１
９
万
円

　
６
次
産
業
化
を
推
進
し
、
農
業
の
高

付
加
価
値
化
・
高
度
化
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
食
料
自
給
力
の
向
上
と
安

全
・
安
心
な
農
業
生
産
を
目
指
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
や
環
境
負
荷
低
減
の
た

め
の
新
技
術
を
生
か
し
た
農
業
生
産
を

展
開
す
る
た
め
、
大
学
等
と
連
携
し
て

モ
デ
ル
農
場
を
設
置
し
、
実
証
事
業
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
せ
ん
だ
い
農
業
園

芸
セ
ン
タ
ー
に
簡
易
的
な
宿
泊
施
設
を

試
行
的
に
設
置
し
、
海
浜
エ
リ
ア
の
回

遊
性
や
ニ
ー
ズ
等
を
検
証
し
ま
す
。

東
北
連
携
推
進

５
億
１
３
１
万
円

　
東
北
の
各
都
市
や
関
係
団
体
等
と
の

連
携
を
強
化
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
仙

台
で
開
催
す
る
東
北
絆
ま
つ
り
を
契
機

に
、
東
北
各
地
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
東

北
へ
の
誘
客
を
促
進
し
ま
す
。

観
光
振
興

　
　
　
　
　
　
　
12
億
８
９
３
１
万
円

　
国
内
外
に
向
け
た
情
報
発
信
や
観
光

客
の
受
け
入
れ
環
境
整
備
、
国
際
会
議

の
開
催
支
援
を
進
め
る
と
と
も
に
、
多

彩
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
等
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ

ま
す
。
宿
泊
事
業
者
の
人
手
不
足
解
消

青
葉
山
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り

５
億
６
万
円

　
青
葉
山
エ
リ
ア
の
価
値
や
機
能
を
高

め
る
た
め
、
滞
在
環
境
の
整
備
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
一
体
的
に
展
開
し
ま
す
。

本
市
の
文
化
芸
術
の
総
合
拠
点
と
な
る

音
楽
ホ
ー
ル
と
、
災
害
文
化
の
創
造
拠

点
と
な
る
中
心
部
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
拠

点
の
複
合
整
備
に
向
け
、
基
本
計
画
を

策
定
し
、
基
本
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
仙
台
城
大
手
門
復
元
関
連
基
礎

調
査
を
含
む
総
合
的
な
調
査
を
実
施
し
、

景
観
づ
く
り
の
強
化
等
を
進
め
ま
す
。

勾
当
台
・
定
禅
寺
通
エ
リ
ア
の
ま
ち

づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
50
億
８
５
１
４
万
円

　
市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
に
当
た

り
、
新
庁
舎
の
建
設
に
着
手
す
る
と
と

も
に
、
新
庁
舎
と
の
一
体
的
利
活
用
を

見
据
え
た
勾
当
台
公
園
の
再
整
備
を
進

め
ま
す
。
定
禅
寺
通
エ
リ
ア
に
お
け
る

公
民
連
携
に
よ
る
活
性
化
の
取
り
組
み

を
促
進
す
る
な
ど
、
市
中
心
部
の
に
ぎ

わ
い
や
交
流
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

防
災
環
境
都
市
づ
く
り
推
進

６
８
１
４
万
円

　
仙
台
防
災
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

等
を
通
じ
て
、
多
様
な
市
民
の
主
体
的

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
レ
ガ
シ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
１
８
万
円

　
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
開
催
に
よ

り
培
っ
た
市
民
協
働
に
よ
る
花
や
み
ど

り
を
育
む
取
り
組
み
を
次
世
代
へ
と
つ

な
ぐ
た
め
、
フ
ェ
ア
会
場
の
花
壇
の
一

部
に
つ
い
て
、
市
民
協
働
に
よ
る
維
持

管
理
を
進
め
、
フ
ェ
ア
の
レ
ガ
シ
ー
に

し
て
い
き
ま
す
。
ま
ち
な
か
の
花
壇
や

公
園
を
支
え
る
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
の
仕
組
み
の
構
築
や
、
新
た
な
担
い

手
の
育
成
に
向
け
た
研
修
会
等
を
実
施

し
ま
す
。

海
浜
エ
リ
ア
活
性
化

　
　
　
　
　
　
　
24
億
３
３
７
３
万
円

　
海
浜
エ
リ
ア
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
き
、
東
部
沿
岸
地
域
の
持
続
的
な
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。
深
沼
海
水
浴
場
を
実
証
的

脱
炭
素
都
市
づ
く
り
等
推
進

　
　
　
　
　
　
　
10
億
１
０
４
５
万
円

　
市
民
・
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
地

球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
み
、
脱
炭
素

都
市
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
定
禅
寺
通
、

泉
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
、
東
部
沿
岸
の
各
エ

リ
ア
の
一
部
に
お
い
て
、
ビ
ル
や
住
宅

の
脱
炭
素
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
を
推
進

し
、
電
気
の
使
用
に
伴
う
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
「
脱
炭
素

先
行
地
域
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
等
に
お
け
る
省
エ

資
源
循
環
都
市
づ
く
り
推
進

85
億
７
５
７
３
万
円

　
飲
食
店
か
ら
排
出
さ
れ
る
食
品
廃
棄

物
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
モ
デ
ル

事
業
を
定
禅
寺
通
等
で
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
生
活
ご
み
収
集
運
搬
体

制
の
在
り
方
を
検
討
す
る
た
め
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
ご
み
収
集
の
最

適
化
を
図
る
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進２

億
１
５
５
７
万
円

　
外
国
人
観
光
客
の
さ
ら
な
る
誘
客
に

向
け
、
魅
力
的
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
や

受
け
入
れ
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

タ
イ
や
台
湾
な
ど
と
の
交
流
拡
大
や
仙

台
空
港
の
利
用
促
進
に
向
け
て
、
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
な
ど
の
戦
略
的
な
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
ほ
か
、
ア
ウ
ト

バ
ウ
ン
ド
推
進
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

文
化
振
興

６
億
７
９
９
３
万
円

　
あ
ら
ゆ
る
市
民
に
文
化
芸
術
の
享

受
・
創
造
の
機
会
が
開
か
れ
る
よ
う
、

「
楽
都
仙
台
」
や
「
劇
都
仙
台
」
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
文
化
振
興
事
業
を

展
開
し
ま
す
。
社
会
課
題
と
向
き
合
う

公
共
性
の
高
い
文
化
芸
術
活
動
な
ど
を

行
う
団
体
に
対
し
、
助
成
や
広
報
等
の

伴
走
支
援
を
行
い
ま
す
。

市民の方々とともに、フェアで使用した
花壇の植え替え作業等を行っていきます

国により認定を受けた脱炭素先行地域の選定証授
与式。民間事業者や地域団体等の皆さまと連携し
て取り組みます

東北の県庁所在地６市の６祭りが集結す
る東北絆まつり。東北の伝統文化など多
彩な魅力を国内外に発信します

スタートアップ支援拠点「仙台スタートアップス
タジオ」を通じて、仙台・東北から世界を変える
スタートアップの創出を目指します

ネ
・
再
エ
ネ
設
備
等
の
導
入
や
窓
断
熱

改
修
へ
の
補
助
等
、
事
業
者
向
け
施
策

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
脱
炭
素
経
営
を

後
押
し
し
ま
す
。

を
図
る
た
め
、
採
用
活
動
や
外
国
人
材

の
活
用
等
へ
支
援
策
を
講
じ
ま
す
。
ま

た
、
る
ー
ぷ
る
仙
台
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
導
入
に
向
け
た
実
証
実
験
を

行
う
な
ど
、
来
訪
者
が
安
心
し
て
快
適

に
過
ご
せ
る
滞
在
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

に
再
開
す
る
と
と
も
に
、
回
遊
性
向
上

の
た
め
の
ル
ー
プ
バ
ス
の
実
証
運
行
や
、

貞
山
運
河
利
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

な
活
動
を
促
進
し
ま
す
。
杜
の
都
の
豊

か
な
環
境
を
生
か
し
な
が
ら
、
災
害
に

も
強
く
、
日
常
生
活
に
防
災
と
環
境
配

慮
が
織
り
込
ま
れ
た
「
防
災
環
境
都

市
」
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
仙

台
防
災
枠
組
の
採
択
都
市
と
し
て
、
防

災
・
減
災
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

市が取り組む重点分野と主要事業について紹介します



令和６年度の予算については、仙台市ホームページ（サイト内
検索で「仙台市の財政」と検索）をご覧ください
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安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
、
自
分
ら
し
く
輝
け
る
活
躍
の
応
援

主要
事業

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進４

０
０
０
万
円

　
国
籍
や
年
齢
、
性
別
、
障
害
の
有
無

等
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
活
躍
で
き

る
ま
ち
を
目
指
し
て
「（
仮
称
）
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
会
議
」
を
設
置
し
ま

す
。
取
り
組
み
の
方
向
性
等
を
取
り
ま

と
め
る
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
通

じ
た
機
運
の
醸
成
や
、
今
後
増
加
が
見

込
ま
れ
る
海
外
か
ら
の
研
究
者
や
留
学

生
の
受
け
入
れ
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
の
主
要
事
業

●
多
文
化
共
生
推
進　
　
　
　
　
　
　

　
７
６
０
２
万
円

●
ユ
ー
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進　
　
　
　

　
１
５
６
９
万
円

●
機
能
集
約
型
都
市
づ
く
り
の
推
進
と

　
良
好
な
居
住
地
域
づ
く
り

52
億
７
８
４
２
万
円

●
暮
ら
し
や
経
済
の
再
建
に
向
け
た
取

　
り
組
み　
　
　
22
億
８
９
４
２
万
円

●
地
域
安
全
対
策

７
５
４
６
万
円

●
公
共
交
通
活
性
化
等
推
進

９
億
７
６
５
１
万
円

●
地
域
福
祉
の
推
進10

億
３
５
３
０
万
円

●
感
染
症
対
策

53
億
５
３
８
９
万
円

●
都
市
計
画
街
路
整
備

31
億
６
０
８
９
万
円

●
市
営
住
宅
建
設
等

41
億
８
７
５
万
円

●
地
域
施
設
整
備

41
億
３
８
９
３
万
円

●
災
害
活
動
体
制
充
実
強
化

33
億
９
８
１
９
万
円

●
道
路
新
設
改
良

89
億
２
９
５
７
万
円

●
橋
り
ょ
う
整
備

44
億
６
５
６
３
万
円

●
公
園
整
備

32
億
１
８
３
万
円

Ｆフ

ル

ｕ
ｌ
ｌ 
Ｄデ

ジ

タ

ル

ｉｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
の
市

役
所

９
億
６
６
８
０
万
円

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
・
事
務
事
業
に
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
浸
透
さ
せ
、
業
務
プ
ロ
セ

ス
の
再
構
築
を
行
い
、
徹
底
的
な
効
率

化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
ま
す
。

人
材
育
成
推
進
・
組
織
力
強
化

２
２
３
７
万
円

　
職
員
研
修
の
充
実
、
効
果
的
な
人
事

管
理
な
ど
に
よ
り
、
意
欲
あ
る
職
員
の

育
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
推
進
な
ど
を
通
じ
た
組
織

力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

職
員
の
意
識
と

行
政
運
営
の
改
革

そ
の
他
の
主
要
事
業

●
総
合
計
画
の
推
進

３
２
４
９
万
円

●
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

５
５
３
億
８
３
８
６
万
円

●
市
税
等
の
収
納
率
向
上
対
策

２
億
３
８
８
１
万
円

●
総
合
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
運
用

９
０
１
５
万
円

●
公
民
連
携
の
推
進

１
０
５
万
円

男
女
共
同
参
画
の
総
合
的
推
進

　
　
　
　
　
　
　
14
億
３
１
１
１
万
円

　
男
女
が
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
性
別

に
か
か
わ
ら
ず
個
性
と
能
力
を
発
揮
で

障
害
者
保
健
福
祉
の
推
進

　
　
　
　
　
３
８
９
億
９
２
８
１
万
円

　
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
障
害
理

解
や
社
会
参
加
と
就
労
の
促
進
、
障
害

児
支
援
の
充
実
な
ど
、
各
種
施
策
に
取

り
組
み
ま
す
。
障
害
理
解
に
向
け
た
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
新
た
に
構
築
す
る
ほ

か
、
障
害
の
あ
る
方
の
ア
ー
ト
作
品
を
、

建
て
替
え
工
事
中
の
市
役
所
本
庁
舎
の

仮
囲
い
に
掲
出
し
ま
す
。
ま
た
、
ひ
き

こ
も
り
に
関
す
る
市
民
調
査
結
果
を
基

に
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
実

施
し
ま
す
。

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

　
　
　
　
　
２
億
９
３
９
万
円

　
結
婚
し
て
新
生
活
を
始
め
る
若
い
世

代
向
け
に
、
新
生
活
に
要
す
る
家
賃
や

引
っ
越
し
費
用
等
を
補
助
し
ま
す
。
ま

た
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方
や
困

難
を
抱
え
る
若
者
、
不
登
校
児
童
生
徒

等
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
の
居
場

所
を
開
設
し
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
方

同
士
の
交
流
や
専
門
職
に
よ
る
個
別
相

談
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
学
習

支
援
を
実
施
し
ま
す
。
基
本
的
な
生
活

習
慣
の
習
得
等
を
目
的
と
し
た
居
場
所

「
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
」
を
開
設
し
、
課

題
を
抱
え
る
家
庭
の
小
学
生
の
支
援
を

試
行
的
に
行
い
ま
す
。

ヘ
ル
ス
ケ
ア
向
上
推
進

32
億
７
４
２
８
万
円

　
「
健
康
の
都 

せ
ん
だ
い
」
の
実
現
に

向
け
、
個
人
の
健
康
・
医
療
・
介
護
に

関
す
る
情
報
で
あ
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
ヘ
ル

ス
レ
コ
ー
ド
の
利
活
用
や
、
未
来
型
健

康
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施
な
ど
を
通
し
て
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
機
運

醸
成
や
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

救
急
体
制
整
備

10
億
２
０
９
６
万
円

　
救
急
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
の

医
療
政
策
推
進

13
億
６
３
１
３
万
円

　
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
医
療
提

供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
仙
台
市
医

療
政
策
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
救
急
医

療
体
制
の
確
保
や
、
在
宅
で
の
療
養
生

活
を
支
え
る
事
業
所
へ
の
支
援
な
ど
、

医
療
政
策
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を

実
施
し
ま
す
。

介
護
人
材
確
保

３
１
９
２
万
円

　
将
来
に
わ
た
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
介
護
助
手

の
活
用
促
進
や
外
国
人
材
の
受
け
入
れ

に
係
る
各
種
支
援
等
に
よ
り
、
多
様
な

人
材
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

仙
台
市
流
域
治
水
推
進
モ
デ
ル
事
業

８
９
７
１
万
円

　
福
田
町
エ
リ
ア
を
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
、
国
の
推
進
す
る
「
流
域
治
水
」
の

先
行
事
例
と
な
る
取
り
組
み
の
実
践
・

実
証
を
行
い
ま
す
。
氾
濫
の
防
止
・
軽

減
の
た
め
の
対
策
と
し
て
、
大
雨
時
に

水
路
や
河
川
の
急
激
な
水
位
上
昇
を
抑

制
す
る
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
の
実
施
に
向

け
た
調
査
・
検
討
を
は
じ
め
、
排
水
施

設
の
整
備
や
改
修
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

安
全
・
安
心
確
保
の
取
り
組
み

28
億
４
５
０
万
円

　
津
波
防
災
対
策
な
ど
の
安
全
・
安
心

確
保
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

震
災
の
経
験
と
教
訓
を
生
か
し
た
「
防

災
・
仙
台
モ
デ
ル
」
の
構
築
を
図
り
ま

す
。
宮
城
県
第
五
次
地
震
被
害
想
定
調

査
に
お
い
て
想
定
さ
れ
た
、
巨
大
地

震
・
津
波
に
よ
る
被
害
お
よ
び
社
会
へ

の
影
響
等
に
つ
い
て
、
本
市
の
対
策
を

ま
と
め
た
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進

62
億
８
３
０
８
万
円

　
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
を
は
じ

め
、
健
康
と
元
気
を
応
援
す
る
地
域
づ

く
り
や
活
動
へ
の
支
援
、
自
立
し
た
生

活
を
続
け
る
た
め
の
生
活
支
援
体
制
づ

く
り
な
ど
、
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し

て
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
各
種
施
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業

33
億
９
６
５
８
万
円

　
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
感
じ

な
が
ら
生
活
で
き
る
よ
う
、
介
護
予
防

eスポーツの体験会の開催を通じて、高齢者
の健康づくりや生きがいづくりを推進します

日中に活動する「デイタイム救急隊」
を１隊増隊し、市中心部の救急需要
に対応します

や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
介
護
予
防
活
動
の
担
い
手
育

成
や
活
動
の
場
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
の
運
動
教
室

の
開
催
や
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
活
用
に
よ

り
、
フ
レ
イ
ル
予
防
を
推
進
し
ま
す
。

き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
男
女
共

同
参
画
を
推
進
す
る
各
種
事
業
を
進
め

ま
す
。
女
性
活
躍
機
会
の
促
進
に
関
す

る
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
す
る
ほ
か
、
企

業
に
お
け
る
女
性
管
理
職
等
の
登
用
に

向
け
た
啓
発
や
人
材
育
成
支
援
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
の
導
入
や
企
業
・
市
民
の
理
解

促
進
に
向
け
た
各
種
事
業
を
実
施
し
、

性
の
多
様
性
を
尊
重
し
合
う
環
境
づ
く

り
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

「仙台女性リーダー・トレーニング・プログ
ラム」では、リーダーとしてのスキルアップ
を図ります

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
救
急
需
要
対

策
や
市
民
の
応
急
救
護
技
術
向
上
の
た

め
の
取
り
組
み
等
に
よ
り
、
救
命
効
果

の
向
上
を
図
り
ま
す
。
救
急
隊
を
１
隊

増
や
す
と
と
も
に
、
令
和
７
年
度
の
増

隊
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
ほ
か
、
救

急
車
の
適
時
・
適
切
な
利
用
に
関
す
る

広
報
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
救
急
活
動

の
迅
速
化
・
効
率
化
に
取
り
組
み
ま
す
。



令
和
五
年
三
月
六
日
再
校

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。「
泉
区
民
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
や
「
七
北
田
川
ク
リ

ー
ン
運
動
」、「
泉
ケ
岳
悠ゆ
う

・
遊ゆ
う

フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
大
学
生
や
高

校
生
に
よ
る
地
域
づ
く
り
活
動
や
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支

援
す
る
ほ
か
、
公
募
に
よ
り
区
民
の

皆
さ
ん
が
自
主
的
に
取
り
組
む
ま
ち

づ
く
り
活
動
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。「
青
葉
区
民
ま

つ
り
」、「
宮
城
地
区
ま
つ
り
」
等
を

開
催
す
る
ほ
か
、
区
民
主
体
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
等
に
取

り
組
む
活
動
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

各区内の主要事業各区内の主要事業

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。「
み
や
ぎ
の
・

ま
つ
り
」
の
開
催
や
「
宮
城
野
盆

唄
」
の
普
及
を
は
じ
め
、
子
育
て
支

援
、
防
災
、
地
域
の
魅
力
発
信
な
ど

に
取
り
組
む
ほ
か
、
公
募
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
活
動
へ
の
助
成
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
次
代
の
ま
ち
づ
く
り
を

担
う
若
手
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
、
地
域
と

の
交
流
を
深
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
促
進
し
ま
す
。

■
未
来
に
つ
な
ぐ
地
域
力
推
進
事
業

　
多
様
な
主
体
の
連
携
に
よ
る
地
域

づ
く
り
活
動
等
を
進
め
る
た
め
、
情

報
共
有
・
課
題
検
討
を
行
う
勉
強
会

や
、
実
践
に
つ
な
が
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
開
催
等
を
支
援
し
ま
す
。

■
海
浜
エ
リ
ア
活
性
化
事
業

　
地
下
鉄
や
Ｊ
Ｒ
の
駅
と
仙
台
塩
釜

港
周
辺
を
結
ぶ
バ
ス
の
試
験
運
行
や
、

未
来
を
担
う
世
代
に
向
け
た
震
災
伝

承
の
取
り
組
み
等
を
、
地
域
や
事
業

者
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。「
太
白
区
民
ま

つ
り
」
や
「
ま
つ
り
だ
秋
保
」
を
開

催
す
る
ほ
か
、
大
学
と
の
協
働
に
よ

り
、
若
者
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の

参
加
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
公
募

に
よ
り
市
民
団
体
が
取
り
組
む
ま
ち

づ
く
り
事
業
へ
の
助
成
を
行
う
な
ど
、

地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

■
未
来
に
つ
な
ぐ
地
域
力
推
進
事
業

　
地
域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
を
図

る
た
め
、
東
北
学
院
大
学
と
地
域
が

連
携
・
協
働
す
る
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。「
若
林
区
民
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
」
や
「
若
林
わ
く
ド

キ
ま
ち
歩
き
」
な
ど
、
地
域
の
特
色

を
生
か
し
、
魅
力
を
発
信
す
る
イ
ベ

ン
ト
等
を
企
画
・
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

公
募
に
よ
り
市
民
団
体
が
自
発
的
に

取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
助

成
を
行
い
ま
す
。

■
未
来
に
つ
な
ぐ
地
域
力
推
進
事
業

　
多
様
な
主
体
と
の
連
携
に
よ
り
、

各
地
域
の
活
性
化
と
地
域
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
生
出
・
坪
沼
地
区
で

は
、
農
業
を
軸
と
し
た
地
域
づ
く
り

を
支
援
す
る
ほ
か
、
秋
保
地
区
で
は
、

魅
力
あ
る
体
験
観
光
の
創
出
等
に
よ

る
交
流
人
口
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

宮
城
野
区

　

青
葉
区

　

若
林
区

　

太
白
区

　

泉
区

■
未
来
に
つ
な
ぐ
地
域
力
推
進
事
業

　
地
域
に
出
向
い
て
町
内
会
を
支
援

す
る
「
出
前
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
や
マ
ン
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
強
化
、
学
生
の
参

加
に
よ
る
地
域
づ
く
り
推
進
、
作

並
・
新
川
地
区
活
性
化
、
仙
台
萬ま
ん
本ぼ
ん

さ
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
先
端
技
術
等
を
活

用
し
、
少
子
高
齢
化
等
が
進
む
宮
城

地
区
西
部
に
お
け
る
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
「
Ｆフ
ァ
ン
ｕ
ｎ
，
Ｆフ
ァ
ン
ａ
ｎ
，
Ｆフ
ァ
イ
ン
ド

ｉ
ｎ
ｄ

青
葉
」
事
業

　
大
町
・
西
公
園
エ
リ
ア
等
に
お
い

て
、
憩
い
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
、
周
辺
エ
リ
ア
と

の
回
遊
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
会
や
地
域
団
体
等
に

よ
る
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
主

体
的
な
取
り
組
み
を
、
伴
走
型
で
支

援
し
ま
す
。

■
海
浜
エ
リ
ア
活
性
化
事
業

　
東
部
沿
岸
地
域
の
持
続
的
な
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
多

様
な
主
体
と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら

海
浜
エ
リ
ア
の
回
遊
促
進
や
魅
力
発

信
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
貞
山

運
河
の
利
活
用
に
向
け
、
実
証
実
験

等
を
行
い
ま
す
。

■
若
林
区
地
域
健
康
づ
く
り
ち
ょ
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

　
沖
野
地
区
の
住
民
や
地
域
団
体
を

対
象
に
、
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が

ら
健
康
づ
く
り
の
実
践
を
支
援
し
、

地
域
の
健
康
増
進
を
目
指
し
ま
す
。

■
区
役
所
庁
舎
大
規
模
改
修
工
事

　
施
設
の
利
便
性
向
上
と
長
寿
命
化

を
図
る
た
め
、
区
役
所
庁
舎
の
大
規

模
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
せ
ん
だ
い
農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー
宿

泊
・
回
遊
モ
デ
ル
実
証
実
験

■
若
林
区
文
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修

繕■
遠
見
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ

ー
大
規
模
修
繕

■
連
坊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

大
規
模
修
繕
設
計

■
道
路
整
備

　
長
喜
城
霞
目
線
、
霞
目
飛
行
場
北

線
、
南
小
泉
茂
庭
線
（
宮
沢
橋
）
等

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
海
岸
公
園
、
長
喜
城
東
公
園
等
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

地域団体等が出演し、歌や演奏、
ダンスなどが披露される「太白区
民まつり」のステージ

子どもから大人まで収穫の
喜びが味わえる「さかいの
地区創生会」のサツマイ
モ・サトイモ収穫体験

東北学院大学の学生が制作した
南材地区の魅力を伝える動画の
上映会

▼「泉ケ岳悠・遊フェスティバル」では、
ステージイベントや体験コーナーを通し
て、泉ケ岳の魅力を発信します

▲「七北田川クリーン運動」でのアユ放
流会

若い世代が、まちづくりについ
て活発に意見交換を行う「みや
ぎの・まちづくり若手人材育成
支援事業」

沿岸部近くの岡田小学校では、津波被
害を受けた海浜植物を再生させるため、
海辺で採取した種を育てて現地へ植栽
しています

歩きながら区の歴史や文化に触
れることのできる「若林わくド
キまち歩き」

地域の学校や団体等が伝統芸
能やダンス、楽器の演奏など
を披露する「宮城地区まつり」
の多彩なステージ
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■
未
来
に
つ
な
ぐ
地
域
力
推
進
事
業

　
泉
西
部
地
区
に
お
け
る
住
民
主
体

の
活
動
や
魅
力
発
信
へ
の
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
泉
ケ
岳
の
利
活
用
促

進
に
向
け
て
、
民
間
事
業
者
等
と
の

連
携
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地

域
住
民
等
が
民
間
事
業
者
や
地
域
お

こ
し
協
力
隊
等
と
協
働
し
、
郊
外
居

住
地
の
課
題
対
応
や
活
性
化
に
向
け

て
行
う
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

■
泉
区
の
市
民
健
診
受
診
率
向
上
事
業

　
令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
市
民
健

診
に
関
す
る
実
態
調
査
の
結
果
を
活

用
し
、
よ
り
効
果
的
な
受
診
勧
奨
等

を
進
め
ま
す
。

■
区
役
所
庁
舎
建
替
事
業

　
泉
区
役
所
を
建
て
替
え
る
と
と
も

に
、
建
て
替
え
に
あ
わ
せ
た
泉
中
央

地
区
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
黒
松
小
学
校
の
校
舎
増
改
築
工
事

を
行
い
ま
す
。

■
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕
（
松

陵
、
黒
松
、
長
命
ケ
丘
）

■
寺
岡
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕

設
計

■
道
路
整
備

　
泉
塩
釜
線
、
長
命
ケ
丘
幹
線
３
号

線
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
泉
中
央
駅
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ

キ
等
の
補
修
工
事
や
、
新
早
坂
下
橋

の
補
修
お
よ
び
耐
震
工
事
を
行
い
ま

す
。

■
公
園
整
備

　
将
監
ふ
れ
あ
い
公
園
、
泉
中
央
５

号
公
園
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
健
康
づ
く
り

事
業

　
児
童
等
を
対
象
に
、
心
と
体
の
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
高
砂
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕

■
岩
切
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕

設
計

■
鶴
ケ
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ

ー
改
築
設
計

■
鶴
ケ
谷
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン

タ
ー
大
規
模
修
繕
設
計

■
鶴
ケ
谷
第
二
市
営
住
宅
団
地
再
整

備
推
進

■
福
田
町
駅
移
転
に
伴
う
駅
周
辺
施

設
の
整
備

　
福
田
町
駅
移
転
に
併
せ
て
、
車
両

乗
降
場
等
の
施
設
や
周
辺
道
路
整
備

に
つ
い
て
設
計
を
進
め
ま
す
。

■
道
路
整
備

　
元
寺
小
路
福
室
線
外
１
線
、
中
野

寺
前
北
上
線
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
高
瀬
町
歩
道
橋
等
の
補
修
工
事
等

を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
高
砂
中
央
公
園
、
鶴
ケ
谷
中
央
公

園
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
宮
城
総
合
支
所
庁
舎
等
建た
て
か
え替
事
業

　
老
朽
化
す
る
庁
舎
の
建
て
替
え
に

つ
い
て
、
拠
点
機
能
強
化
に
向
け
た

基
本
構
想
の
策
定
と
、
宮
城
保
健
セ

ン
タ
ー
再
整
備
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

■
片
平
児
童
館
建
設

■
落
合
保
育
所
建
設

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
片
平
丁
小
学
校
、
中
山
小
学
校
、

北
仙
台
中
学
校
の
校
舎
等
増
改
築
工

事
を
行
い
ま
す
。

■
貝
ケ
森
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修

繕■
旭
ケ
丘
駅
前
公
共
施
設
整
備

■
広
瀬
文
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕

設
計

■
小
松
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ

ー
改
築
設
計
、
改
築
工
事

■
川
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

大
規
模
修
繕
設
計

■
道
路
整
備

　
高
畑
定
義
線
、
愛
子
赤
坂
線
等
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
落
合
橋
等
の
整
備
や
仙
台
駅
西
口

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
等
の
補
修

工
事
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
勾
当
台
公
園
、
西
公
園
、
中
山
台

一
丁
目
公
園
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
長
町
・
歩
い
て
楽
し
い
街
並
み
形

成
促
進
事
業

　
官
民
連
携
推
進
会
議
を
立
ち
上
げ
、

歩
道
・
道
路
空
間
や
空
き
店
舗
を
活

用
し
た
社
会
実
験
を
行
う
な
ど
、
基

本
計
画
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

■
太
白
遊
び
の
担
い
手
育
成
事
業

　
公
園
等
を
活
用
し
た
体
験
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施

に
よ
り
、
担
い
手
の
発
掘
お
よ
び
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
子
育
て
を
応

援
す
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

■
健
康
教
育
、
相
談
支
援
の
推
進　

　
学
校
や
地
域
と
連
携
し
た
「
た
い

は
く
思
春
期
い
の
ち
の
授
業
」
や
、

障
害
の
あ
る
方
・
高
齢
者
へ
の
包
括

的
な
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
郡
山
遺
跡
整
備

　
史
跡
地
の
公
有
化
や
整
備
を
進
め

ま
す
。

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
上
野
山
小
学
校
、
長
町
中
学
校
の

校
舎
等
増
改
築
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
生
出
地
域
複
合
施
設
建
設
設
計

■
芦
の
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ

ー
大
規
模
修
繕

■
道
路
整
備

　
郡
山
折
立
線
、
烏
宮
前
街
道
１
号

線
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
熊
野
宮
橋
等
の
整
備
や
、
境
野
橋

等
の
補
修
工
事
、
太
白
大
橋
の
補
修

お
よ
び
耐
震
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
湯
元
公
園
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
八
木
山
動
物
公
園
整
備

大町西公園駅周辺の沿道
で昨年実施した「A

ア オ バ
OBA 

M
マ ル シ ェ

ARCHE」では、にぎわ
いと交流が生まれました
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令和６年度予算のあらまし
○一般会計…特別会計、企業会計以外の全ての歳入・歳出を経理。
　行政運営の基本的な経費を計上する会計
○特別会計…国民健康保険や介護保険など、その事業に要する経

費が保険料など特定の収入で原則賄われる会計
○企業会計…民間企業と同じように原則としてサービスの提供で

収益を上げ、その収益で費用を賄う事業の会計。仙台市には下
水道、バス、地下鉄、水道、ガス、病院の各事業があります

令和６年度（前年度比）
一般会計     6,481億円　（334億円増加）
特別会計     3,180億円　（23億円減少）
企業会計     2,575億円　（34億円増加）

合計 １兆2,236億円 （345億円増加）

●令和６年度の会計別の予算規模

※グラフは作成中です

※グラフは作成中です

●歳入内訳（一般会計） （単位：億円）
※〔　〕内の数字は令和５年度当初予算の金額

歳入総額
6,481億円
〔6,147〕

市税 
2,285

〔2,267〕諸収入
369〔364〕

繰入金
536〔448〕

市債 
705

〔631〕
国庫支出金 

1,232
〔1,205〕

地方消費税交付金
268〔284〕

地方交付税
298〔224〕

その他
315

〔243〕

県支出金
317〔326〕

●【目的別】歳出内訳（一般会計） （単位：億円）
※〔　〕内の数字は令和５年度当初予算の金額

土木費
651

〔604〕

公債費
591

〔587〕

歳出総額
6,481億円
〔6,147〕

健康福祉費
2,486

〔2,456〕

経済費 
294〔299〕

総務費 
547〔451〕

諸支出金 
98〔81〕

教育費
1,161

〔1,049〕

消防費 
173〔151〕

市民費 
241〔253〕

環境費 
206〔179〕

その他 
33〔37〕

（単位：億円）

令和２ ５４３ ６

その他

投資的経費

物件費

補助費等

人件費

扶助費

公債費 義
務
的
経
費

貸付金

5,764 5,929

1,218 1,219

1,259 1,326 

612 580
604 666
785 957
417 378 
578 574

291 229

　一般会計では、保育施設等への給付費や学校建設費等
の増加などにより、前年度比334億円増の6,481億円と、
当初予算では過去最大の規模となりました。
　また、特別会計は公債管理特別会計における公債費の
減少などにより23億円減少、企業会計は高速鉄道事業
における建設改良費の増加などにより34億円増加し、
一般会計・特別会計・企業会計を合計した市全体の予算
総額は１兆2,236億円と、震災以降引き続き１兆円を超
える規模となりました。

1,168 1,263

1,339 1,451

584 589
766

934

378
485

6,147
6,481

611
629

240
202

1,061
928

使用料および手数料
156〔155〕

　市税収入は、土地に係る評価替えによる固定資産税の
増加などにより、18億円増加しました。また、国庫支
出金は、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の増
加などにより、27億円増加しました。

市税収入や国庫支出金が増加歳 入

予算についてのお問い合わせは
財政企画課☎214･8111、FAX262･6709、
または市ホームページ 仙台市の財政 検索検索⬅⬅

【目的別の歳出】　保育施設等への給付費などが増加した
健康福祉費が2,486億円（38.4％）となり、最も大き
な割合を占めました。次いで学校建設費等が増加した教
育費が1,161億円（18.0％）、土木費が651億円（10.0
％）、公債費が591億円（9.1％）となりました。
【性質別の歳出】　人件費、社会保障関係費等の扶助費、
借入金の返済である公債費を合わせた義務的経費は、職
員の退職手当の増加や、子育て関連の事業費の増加な
どにより、前年度に比べて212億円の増加となりました。
また、投資的経費は、学校建設費等が増加したことなど
により、前年度に比べて168億円の増加となりました。

歳 出 義務的経費・投資的経費ともに増加

5,000

      0

1,000

2,000

3,000

4,000

6,000
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1,213

1,232

570
586

336

5,411

562
164

748

●【性質別】歳出額（一般会計）の推移
7,000

　本市の財政は、物価高騰の影響によるコストの増加に
加え、社会保障関係費や公共施設の長寿命化対策等に係
る費用が増加していく見込みであることから、将来にわ
たり持続的な財政基盤を確立していくことが重要となっ
ています。
　このような中、本年度予算においては、基本計画に掲
げる都市像「"The G

グ リ ー ネ ス ト
reenest C

シティー
ity" SENDAI」の実現に

向け、「未来の担い手を育み、生き生きと学べる環境の
充実」、「都市個性を生かした賑

にぎ
わい・活力の創出とグロ

ーバルな魅力の発信」、「安全・安心な暮らしを支え、自
分らしく輝ける活躍の応援」の３つを柱に据え、重点的
な予算配分を行い、各般の施策に取り組んでいきます。

３つの柱を基軸に重点的な予算配分

編集・発行　仙台市総務局広報課　〒980-8671仙台市青葉区国分町3-7-1　☎022･214･1150　FAX022･211･1921
印刷　㈱ユーメディア

紙へリサイクルできますので、 雑誌として分別してください
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